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上し，特定の界面強度でCF/TP の界面はく離からTP 破断に破壊形態が遷移する結果であり，解析的にもTS/TP のは
く離が発生しないことが裏付けられた。本解析により接合構造の理論的な理解が深まったことで，接合強度の制御や強
度予測にも見通しを得ている。これらは接合技術としての信頼性保証にも有効であり，航空機構造体など高度な信頼性
が要求される用途への適用が大いに期待できる。 
 第５章は結論である。 
 以上要するに本論文は，炭素繊維複合材料からなる接合構造体の高速生産手法の確立に向けて，熱硬化であるCFRP
の熱溶着化を実現したものであり，熱硬化と熱可塑という接合困難な成分を一体化する界面構造について詳細に分析し，
CF/TS/TPの 3成分構造における数値解析により高強度接合となることが実証されている。得られた知見は本研究で目
標とするCFRPの熱溶着接合による高速生産を達成できるものであり，航空宇宙工学および機械工学の発展への貢献が
期待できる。 
